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委員会だより
～かけがえのない農地と担い手を守り、 力強い農業を作る 「かけ橋」 ～

南あわじ市
－
－
．
■
ー　だ　

罰班も農業零員が決定偶霞畷だ

　　　　　　　

－

　

任期：平成２３年８月７日～平成２６年Ｚ同３７日

　　　　　　　

－＃ゞ－
任期：平成２３年８月７日～平成２６年弦月３
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会
長
就
任
の
挨
拶

農
業
委
員
会
会
長

船
本

　

泰
生

任期満了に伴う改選により当選した委員３０名と、 選任による委員６名全員が出席して南あわじ市農業委員会総会が８月１日、 三原市民ホールにて開催されました。
総会では、 中田勝久市長より選任委員への辞令交付の後、 会長及び会長職務代理者、 地区役員の互選が行われました。

　

皆
様
に
は
、
常
日
頃
よ
り
地
域
農
業

の
振
興
・
発
展
の
た
め
、
農
業
委
員
会

の
活
動
・
業
務
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
農
業
委
員
会
委
員
の
改
選
の

年
に
当
た
り
、
新
た
に
選
挙
区
委
員
三

〇
名
・
議
会
推
薦
委
員
四
名
（
内
女
性

三
名
）
・
農
協
推
薦
委
員
一
名
・
土
地

改
良
区
推
薦
委
員
一
名
の
三
六
名
が
誕

生
致
し
ま
し
た
。

　

八
月
一
日
の
総
会
に
於
い
て
、

委
員

各
位
の
推
挙
に
よ
り
、
南
あ
わ
じ
市
農

業
委
員
会
会
長
の
大
任
を
拝
命
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

若
輩
、

浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、

農
業
委
員
会
の
成
す
べ
き
任
務
の
重
要

性
は
大
き
な
も
の
で
、

そ
の
理
念
で
あ

る
『
か
け
が
え
の
な
い
農
地
と
担
い
手

を
守
り
、
力
強
い
農
業
を
作
る
か
け
橋

～
』
に
従
っ
て
地
域
農
業
の
発
展
の
一

助
と
な
れ
る
よ
う
努
力
致
し
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
漣
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
我
が
国
の
農
業
は
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
る
と
い
え
ま
す
、

政
治

の
不
安
定
に
よ
り
猫
の
目
の
よ
う
に
変

化
す
る
農
政
、
環
太
平
洋
自
由
貿
易
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）、

消
費
の
低
迷
に
よ
る
野

菜
価
格
の
低
迷
、
生
産
資
材
の
高
騰
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
な
ど
問
題
を
あ

げ
れ
ば
次
々
に
出
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、

南
あ
わ
じ
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
将
来
が
明
る
く
、
農
業
者
や
そ

の
担
い
手
が
夢
や
希
望
の
持
て
る
も
の

と
な
る
よ
う
、

関
係
諸
機
関
と
共
に
各

種
施
策
に
取
り
組
み
、

南
あ
わ
じ
市
の

″
か
け
が
え
の
な
い
″
優
良
な
農
地
が

将
来
へ
受
け
継
が
れ
る
よ
う
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
全
員
と
事
務
局
が
一
丸
と

な
っ
て
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
た
め
活

動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
重
ね
て
の
ご

協
力
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
て
、

就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
職
務
代
理
者

　　　

就
任
の
ご
挨
拶

農
業
委
員
会

会
長
職
務
代
理
者

阿
部

　

幸
弘

今
回
委
員
改
選
が
あ
り
、
そ
の
後
の

役
員
選
考
会
で
の
推
挙
に
よ
り
、

こ
の

度
南
あ
わ
じ
市
農
業
委
員
会
会
長
職
務

代
理
者
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

　

何
分
若
輩
者
な
の
で
恐
縮
し
て
お
り

ま
す
が
、
会
長
の
補
佐
役
と
し
て
一
生

懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、

こ
れ
か
ら
南
あ
わ
じ
市
農
業

委
員
と
し
て
、

三
年
間
の
活
動
の
同
じ

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
た
れ
た
皆
さ
ま

と
、
南
あ
わ
じ
市
農
地
行
政
の
基
本
構

想
に
寄
り
添
い
、
農
地
法
等
の
法
令
を

遵
守
し
な
が
ら
、
南
あ
わ
じ
市
の
農
業

及
び
農
業
者
の
明
る
い
未
来
を
信
じ
て

活
動
し
、
三
年
後
の
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
、

お
互
い
に
満
ち
足
り
た
笑
顔
を
見
合
え

る
よ
う
な
活
動
を
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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（徳
原
‘
中
山
，
三洋”）

　　　

（長
田
，
土
井）

　　　　

（中
筋）

　　　　　

（欄
鎌
＝
馴
岬
住
桝
佃
非
鰍
鰍
矩
靭
７
，

（神
道
．
庄
田
・
安
住
寺）

　
　
　
　　
　
　
　
　　　
　
　

農
地
情
報
の
収
集

　　　　　　　　　　　　

皆
様
方
の
ご
協
力

　　　　　　　　　　　　

地
域
を
い
か
し
農

　　　　　　　　　　　　

遊
休
農
地
の
有
効

　　　　　　　　　　　　

農
地
の
諸
問
題
に

に
努
め
、

農
地
の

　　　　　　　　　　　　

を
賜
り
な
が
ら
、

　　　　　　　　　　　　

家
の
地
位
向
上
に

　　　　　　　　　　　　

利
用
と
、

担
い
手

　　　　　　　　　　　　

真
剣
に
取
り
組
み
、

鰯岬卵離州輔鮪

　　　　

．・
靴岬酔お鵬証靴ｏ

　　　

，”
、ド
崎与財坊端で
醒

　　　

」
“・▼
瞬峨醜ゆれ際持

　　

、ＫＭメ
リー
瓢湖鵡報奨
に

す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

力
し
て
参
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　

思
い
ま
す
。

　

　

　　

　
　

　
　

　

　

　　
　

　
　　

　　

　

　

　

　　　

　
　

　
　
　

不

藤

　

又

夫

　　　　　　　　　　　　　　　　

大

住

正

幸

　　　　　

さ

　

ち

　

杉

と

　　　　　

そ

　

ね

　　

存
し

奮
田
上

＊
場
．
不
藤
．
広
田
南
．

　

（古
津
路
・
北
方
・
塩
浜
・
江
尻）

　　

（志
知
川
・
西
路）

佐

藤

　

繁

俊

　　　　

曽

根

　　

健

堂
丸
団
地
・
県
住
緑
広
田）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（
高
屋
．
戒
日一
寺
．
脇
田）

　　　　　　　　

（
湊
全
域
）

　
　

　
　　　
　
　　　

　

　
　

　
　　　

い－農業香ノ員い”
情
醗
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卿
律
騰
粘
雰

　　

億韮崎
韮
粥
謎
＊，

祷
隊
眠田
趣

　　

径

　

鵬
悼
盤◎

し
メ

（津
井
全
域
・
阿
那
賀
全
域
・
伊
加
利
全
塗

（慶
野
・

豪

“
・

需

　

（
鐘
列
・
西
也

　　　

（

，
書
中
．
鱒
者
が
夢
を
も
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試
行
錯
誤
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な
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努
力
し
た
い
と
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粘
性
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魯
艇
眺
醐
ザ
繍
慮
睡
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も
役
立
つ
人
に、

　　

ａ

に
＝◎
の
蕩
貰
に

　　　　

甚

畿

　　　　

葡

さ

ま

　　　　　　　　　　　

轟
然

震

　　　　　　　　　　　　　

っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

参
り
ま
す
。
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成
り
た
い
で
す
。

　
　

　
　

　　　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

　

た

　

ぎ

　

と

お

　　　　　　　　　　　　　　　　

東

良

　

政

雄

　　　　

菱

池

正

幸

　　　　

麿

内

　

邦

夫

田

村

　

幸
司

雄

　　　　

（
国
上
）

　　　　　　　　

（
馬
回
・
寺
内
・
大
久
逸

　　　　　

涜
・
委
文

毒

　　　　　　　

矢
榎
列
．
下
幡
多
・
松
田）

（社
家
．
久
保
．
段
．
浦
壁
．
黒
道
．
喜
来
．
富
田
．
寵
運

　　　　　　　　　　　

南
あ
わ
じ
市
農
業

　　　　　　　　　　　

農
業
委
員
の
仕
事

　　　　　　　　　　　　

地
域
農
業
の
活
性

　　　　　　　　　　　　

農
業
委
員
と
し
て
、

　　　

▲
■■
壌
闘
随
邪
熔
獅
難

　　　　

の
発
展
の
た
め
に

　　　　

が
果
せ

　　　　

－

　　　　

．
“

，

　　　　　　　

、
いｏ
こ
の
悩
み
の

　　　　

み
努
力
い
た
し
ま
す。

　　　

・
唖
糖
爾
櫛
手
鈍
鯖

　　　

－
〆納常
‐
賦
苅
翻
せ
考，
て

　

‐
．曜
．
・

僧
す
。

イ
．
解
決
方
法
を
共
に

れ
れ
ば
と
思
い
ま



ふ
じ

　

わ
ら

　　

も
と

　

の
－小

藤

原

　

基

延

（
北
所
．
南
上
・
経
所
．
南
所
．
城
家
・
小
路
）

ゑ
欄
．

や
ま

　

ぐ
ち

　　

ひ
さ

　　

お

山

口

　

久

雄

（
市
・
十
一
ヶ
所
・
徳
長
・
新
．
三
係
）

　

一
難
騒
瞥

　
　
　
　
　
　

．
・
一
審
。

南
淡
地
区
協
議
会
長

か
ね

　

い
ち

　　

て
る

　

ひ
こ

金

輝

彦

塩
屋
町
・
佐
野
・
中
西
）

　　

公
平
・
公
正
か
つ

　　

農
業
委
員
と
し
て

（
上
町
・
下
町
・
塩
屋
町
・
佐
野
・
中

豊
麗

に
し

　

や
ま

ゆ
う

　　

じ

西

山

　

勇

次

（
稲
田
南
・
伊
賀
野
．
高
原
）

　　　

委
員
皆
様
と
地
域

　　　

の
た
め
に
少
し
で

　　　

も
、
お
役
に
立
て

　　

４

れ
ば
と
、
願
っ
て

　　　

い
ま
す
。

ま
り

　　

い

　　　　　

し
げ
る

堀

井

　　

滋

全
目
木
・
福
永
・
円
行
寺
・
小
井
・
善
光
寺
）

ゑ
韻

や
ま

　

し
た

　　

せ
い

　

い
ち

山

　

下

　

清

　

一

　　　

．

（
松
本
・
佐
礼
尾
・
難
波
・
中
島
下
・

中
島
大
・
中
島
上
）　
　

　
　
　
　

　

　

（福
良
全
域）

農
業
委
員
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、

責
任
あ
る
行
動
に

努
め
ま
す
。

ば
ん

　

ど
う

　　

し
ん

　　

じ

坂

東

　

真

　

二

（
野
田
・
牛
内
・
東
山
・
生
子
・
高
萩
・

福
井
・
福
井
蓮

　　　　　
ま
つ

　

し
た

　　

ふ
み

　　

お

松

　

下

　

文

夫

（
上
幡
多
・
山
所
・
掃
守
）

　
　　　

い
ん

　　

べ

　　　

え
つ

　　

じ

印

部

　

悦

次

（
八
幡
東
・
八
幡
西
・
八
幡
南
・
八
幡
中
・

八
幡
北
・
立
川
瀬
・
西
田
・
辻
川
原
）

　
　
　

た
て

　

か
わ

　　

よ
し

　

ひ
さ

立

川

　

善

久

（
新
田
北
・
新
田
中
・
筒
井
・
潮
美
台
）

．

　　　　　

』

地
域
農
家
が
安
心

　　　　

お幣俸隠
し
て
農
業
が
営
め

１

廷
園
，

環
境
作
り
に
努

‘
－
ｔ
｛
さ
ま
す

農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
者

あ

　　

べ

ゆ
き

　

ひ
ろ

阿
部

幸

弘

・
丸
田
・
東
町
）

　　

い
つ
で
も
身
近
な

　　

所
で
、
農
地
の
ご

（
吹
上
町
．
西
町
・
丸
田
．
東
町
）

　　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　　

　

　
　
　
　

ま

　　　

の

　　　

ふ
み

　　

お

員

野

　

文

夫

（
鳥
井
・
立
石
・
国
分
・
新
庄
．
野
原
・
徳
野
）

　
　　

か
ず

　

な
り

一

　

成

え

　　

も
と

江
本

（灘
全
域
・
沼
島
全
域）

ゑ
崎

南
淡
地
区
協
議
会
副
会
長

ど

　　　

い

ゆ
た
か

醇
詩
貝集）
豊

　　　　

瀞
対
農
業
者
の
代
表
と

　　　　　　　

を
守
り
農
業
発
展

　
　　
　
　
　
　
　
　

　

　　　
　　　　　　　

農
業
委
員
会
会
長

ふ
な

　

も
と

や
す

　　

お

船

本

　

泰

生

（
奥
・
口
・
飯
山
寺
・
南
・
北
・
志
知
・
秘

　
　　

南
あ
わ
じ
市
農
業
委
員
会
で
は
、

毎
月
次
の
日
程
に
よ
り
申
請
書

等
の
受
付
、
審
議
、
許
可
を
行

っ
て
い
ま
す
。
申
請
に
つ
い
て

の
ご
相
談
は
、
お
早
め
に
願
い

ま
す
。

●
申
請
書
等
受
付
締
切

　

毎
月
５
日

　

（
閉
庁
日
の
場
合
は
前
日
）

会
毎
月
知
日
頃

「
許
可
」
が
必
要

ー
農
地
を
転
用
（
☆
を
除
く
）

・
農
地
を
売
買

・
農
地
の
入
札
に
参
加

「
届
出
」
が
必
要

☆
農
地
を
二
〇
０
ｍ
未
満
の
農

業
用
施
設
用
地
に
転
用

・
農
地
を
相
続
・
取
得

・
－
－
○
○
語
以
上
の
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
建
設

・
農
地
の
貸
借
を
解
約

　

外

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
お
間
合
わ
せ
下
さ
い
。

笠
０
七
九
九
十四日
三
十五
０
二
九



業者の皆さん、
後の備えは万全ですか？

　
、 者 の 皆さん、

　

髪の痛えは万全ですか？
老後生活は、 こんなに長い！

　　　　　　

老後生活は、 こんなにお金がかかる！

　

６５歳からの平均寿命は… 夫婦２人の場合

老後の家計費

　　　

国民年金だけでは．．．

年間：２７２万円

　　　

年間：１５８万円

年間：１１４；万円（１か月ぁたり絢１０万円）不 足

蟹年金は老後生活をがっちり富憲三嬉綱
謬農業者年金は老後生活をがつちりサポート

農業者年金のメリット
ｉ、子・高齢次代に強い積立方式の年金！

　　

公的年金　

●
●
●

８０歳までの保証付き！

　　　　

ならではの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

税制上の

った保険料は全額社会保険料控除！

　

優遇誓
毛
髪
ロ
ーーーー

い政策支援！保険料に国庫補助も

　　

・ 室

～農業者の方なら広くご加入いただけます～

一定の要件を満たす万に月額最高１万円、

　　

通算すると最大で２１６万円

税

　

率

保

　

険

　

料

　

の

　

額

　

が

月額２万円
（年額２４万円）の場合

月額５万円
（年額６０万円）の場合

月額６．７万円
（年額８０．４万円）の場合

１５％の場合 ３６，０００円 ９０，０００円 １２０，６００円

２０％の場合 ４８，０００円 １２０，０００円 １６０，８００円

３０％の場合 ７２，０００円 １８０，０００円 ２４１，２００円

加

　

入
年 齢
納 付
期

　

間
試

　　

算

　　

額

性別 保険料２万円 保険料３万円

２０歳 ４０年
男性 ９１万円 １３６ 万円
女性 ７９ 万円 １１８ 万円

３０歳 ３０歳
男性 ６０万円 ９０万円
女性 ５２ 万円 ７８万円

４０歳 ２０年
男性 ３５ 万円 ５３万円
女性 ３１万円 ４６万円

５０歳 １０年
男性 １６ 万円 ２３万円
女性 １４万円 ２０ 万円

支払いによる節税効果の試算（所得税・住民税）

　　　

ｓ

　　

※この試算は、６５歳までの付利利率力塑３０％、６５歳以降の
予定利率が１．５５％となった場合の試算です。
付利利率２．３０％は農業者年金において期待される運用収
益をもとに設定した率、 予定利率１．５５％は農林水産省告
示 （Ｈ２１．４．１施行） により定められている率です。

　

　　　　　　　　

　
－
］註…金説明会の様子

　　　　　　　　

」

節ゞ税効果で、 保険料支払い後も運用される税率に変動がないもの
しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

／

　　　　　　　　

ノ

　

～

老後の備えは、

農業者年金で安心！


